
 

研究動向・成果 
 

下水処理と廃棄物処理を 

連携させた資源循環システムの 

構築を目指して 
(研究期間：令和３年度～令和５年度) 

下水道研究部  下水処理研究室 

重村 浩之 平西 恭子 長嵜 真 

（キーワード）  資源循環、広域化、共同化 

 

１．はじめに 

下水道において、下水処理過程で発生する汚泥は、

固形燃料や肥料等としての利活用が進められている

ところであるが、地域全体として更なる持続的な資

源循環型社会を目指すため、下水処理と廃棄物処理

を連携させ、廃棄物処理施設で焼却処分されている

生ごみ等を下水道に受け入れて、エネルギー・マテ

リアルを効率的に回収する新たな資源循環システム

の構築について研究を進めてきた。 

生ごみ等を下水道に受け入れる場合には、下水道

施設に与える影響に関する技術的な検討や、資源循

環システムの経済性、温室効果ガス削減効果等の環

境性等の評価が不可欠である。そのため、文献調査

や先進事例の調査から得られた情報を基に、経済性

及び環境性の評価手法についてとりまとめた。 

本稿では、経済性の評価手法について報告する。 

 

２．調査・整理方法の概要等 

先進事例の調査結果より下水処理と廃棄物処理の

連携パターンを類型化し、それぞれ必要となる施設

建設費等を算出するための簡易算定式を設定した。

（表に連携パターンを示す） 

表 下水処理と廃棄物処理の連携パターン 

連携パターン 脱水汚泥

1 下水処理場内焼却等

2 廃棄物処理施設へ搬出

3 固形燃料

4 乾燥汚泥肥料

5 発酵コンポスト

6 リン回収 下水処理場内焼却等

7 場内廃熱利用 下水処理場内焼却等

消化ガス
発電

－

資源化

資源利用用途

 

 

３．経済性に関する評価手法 

(1)評価の対象範囲の設定 

既存の下水処理場において、連携を開始すること

を想定し、連携により大きく変化する部分を評価の

対象範囲として設定した。（図に評価範囲を示す） 

 

図 連携による経済性の評価範囲（破線内） 

(2)簡易算定式の作成 

 (1)の評価対象について、費用関数の検討を行った。

具体的には、文献調査や先進事例の調査により、施

設の建設費及び維持管理費、汚泥処分費、売電や資

源利用に関する収入について費用関数を設定し、実

都市におけるモデルケース検討を通じて妥当性を検

証し、簡易算定式としてとりまとめた。 

 

４．成果の活用及び今後の展開 

本成果は、下水処理と廃棄物処理の連携にあたり

検討が必要と考えられる定性的な事項のとりまとめ

と併せて、今後、技術資料（国総研資料）として公

表する予定である。地方公共団体が本研究成果を活

用することで、下水処理と廃棄物処理の連携検討が

推進されることが期待される。 
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１．はじめに 

BIM/CIMは、点検診断記録の可視化、維持管理関係

データの一元管理、計測機器と連携した情報プラッ

トフォーム機能など、維持管理の効率化にも有用で

あると期待される。一方、現行のBIM/CIMに関する要

領類は、主に新規の港湾施設を対象にしたものであ

るため、そのまま既存の港湾施設に適用すると、不

必要に高精度な3次元モデルを作成するおそれがあ

る。本研究は、維持管理に必要となる最小限の3次元

モデルの要件を検討し、既存港湾施設の3次元モデル

の作成方法を提案することを目的とする。 

 

２．既存港湾施設の3次元モデルの要件検討の手順 

既存港湾施設の3次元モデルを作成する手法は、多

くの港湾施設で入手可能である、維持管理計画書に

付随する断面図・平面図を利用する手法を採用した。

また、3次元モデルの属性情報としては、維持管理計

画書及び点検診断結果を、内容に応じて直接付与又

は間接付与（外部参照）した。 

本研究では直杭式横桟橋を対象に、始めに、新設

の港湾施設と同程度の詳細な3次元モデルを作成し

た。次に、施設関係者等へヒアリング調査を行い、

維持管理に必要となる最小限の3次元モデルの要件

を検討し、最小限の要件に合致する3次元モデルを再

作成した。 

 

３．主要な結論 

図-1の左側は、新設の港湾施設と同程度の詳細な

3次元モデルであり、3次元形状の詳細度（以下「LOD」

という。）が概ね300である。一方、図-1の右側は、

本研究で検討した、維持管理に必要となる最小限の

3次元モデルである。 

施設関係者等へのヒアリングから、維持管理で必

要となる3次元モデルは、性能低下度・劣化度を可視

化し、過去の点検診断記録等を効率的に検索できる

ことが重要と分かったので、LODを200まで下げた。

右側は、上部工下面のハンチや杭頭等が正確には再

現されていないが、部材の形式・設置場所・設置個

数等は識別可能であり、維持管理用のBIM/CIMとして

は十分なものと考えられる。また、LODを200まで下

げることにより、作成時間を約半分に短縮した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 既存港湾施設のBIM/CIM用3次元モデル 

（上段：上部工、下段：桟橋全体） 

 

４．今後の課題 

今後は、既存港湾施設の3次元モデルの要件設定の

結果を踏まえ、3次元形状モデルの作成や属性情報の

付与を効率的に行う手法について検討を進めること

が重要である。 
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